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2010年は、TAM航空、香港航空、中国国際貨運航空
も新たに乗り入れている。
　2011年には、3月にポーラーエアカーゴが再開、新規
のLCCとして6月にエアプサン、7月にイースター航空が
就航したのに続き、同年10月には、国内線に本邦航空
会社であるスカイマーク（2014年撤退）が新たに就航し、
冬ダイヤから就航したエバーグリーン航空（2013年撤
退）と合わせて、新規乗り入れ航空会社は5社を数えた。
　2012年には、7月にジェットスター・ジャパンが札幌

（新千歳）、大阪（関西）、福岡、那覇へ新規就航し、8
月にもエアアジア・ジャパンが札幌、福岡、那覇の各
路線に就航した。また、エアアジア・ジャパンは10月か
らソウル、11月から釜山への国際路線も新規に就航し
ており、国際線と国内線でLCCによる新規乗り入れが
相次いだ。2012年の冬ダイヤでもS7航空や、スクート
が新たに運航を開始した。

1 新規乗り入れ航空会社
　開港以来、航空会社にとって日本の「空の玄関口」で
ある成田空港への新規乗り入れ希望は、日本発着の
国際航空需要と相まって、年を追うごとに強まってきた。
特に、成田空港にとっての「第2の開港」ともいうべき暫
定平行滑走路の運用開始で空港容量も大幅に拡大し
た2002年度は、多くの航空会社が新規就航を果たした。
　2003年度以降は、2008年10月の南アフリカまで、
新たな都市への新規就航はなく、新規乗り入れ航空会
社としては、2004年が2社、2005年が1社、2006年が
3社、2007年が2社、2008年が4社、そして2009年は
1社が乗り入れた。
　さらに2010年3月以降は、空港容量の拡大に伴っ
て多くの乗り入れが実現し、エミレーツ航空、エティハ
ド航空、マカオ航空、カタール航空が就航。そのほか

表1-15　成田空港への定期便乗り入れ航空会社（99社） 2018年10月末現在
国・地域名 航空会社 コード 備考

アラブ首長国連邦 エティハド航空
エミレーツ航空

ＥＴＤ
ＵＡＥ

イタリア アリタリア-イタリア航空 ＡＺＡ

インド エア インディア
ジェットエアウェイズ

ＡＩＣ
ＪＡＩ 自社機材での運航なし

インドネシア インドネシア・エアアジアX
ガルーダ・インドネシア航空

ＩＤＸ
ＧＩＡ

英国 ブリティッシュ・エアウェイズ ＢＡＷ
エジプト エジプト航空 M ＳＲ
エチオピア エチオピア航空 ＥＴＨ

オーストラリア
ヴァージン・オーストラリア
カンタス航空
ジェットスター航空

ＶＡＵ
ＱＦＡ
ＪＳＴ

自社機材での運航なし

オランダ KLMオランダ航空 ＫＬＭ
カタール カタール航空 ＱＴＲ
カナダ エア・カナダ ＡＣＡ

韓国

アシアナ航空
イースター航空
エアソウル
エアプサン
ジンエアー
大韓航空
チェジュ航空
ティーウェイ航空

ＡＡＲ
E ＳＲ
ＡＳＶ
ＡＢＬ
ＪＮＡ
ＫＡＬ
ＪＪＡ
ＴＷＢ

シンガポール シンガポール航空
スクート

ＳＩＡ
ＴＧＷ

スイス スイスインターナショナルエアラインズ ＳＷＲ
スウェーデン
デンマーク
ノルウェー

スカンジナビア航空 ＳＡＳ

スペイン イベリア航空 ＩＢＥ
スリランカ スリランカ航空 ＡＬＫ

タイ
タイ・エアアジアＸ
タイ国際航空
ノックスクート
バンコク・エアウェイズ

ＴＡＸ
ＴＨＡ
ＮＣＴ
ＢＫＰ 自社機材での運航なし

（台湾） 
エバー航空
タイガーエア台湾
チャイナエアライン
マンダリン航空

ＥＶＡ
ＴＴＷ
ＣＡＬ
ＭＤＡ

中国

厦門航空
海南航空
山東航空
四川航空
深圳航空
中国国際貨運航空
中国国際航空
中国東方航空
中国南方航空

ＣＸＡ
ＣＨＨ
ＣＤＧ
ＣＳＣ
ＣＳＺ
ＣＡＯ
ＣＣＡ
ＣＥＳ
ＣＳＮ

自社機材での運航なし

　
貨物専用航空会社

チリ LATAM Airlines ＬＡＮ 自社機材での運航なし

国・地域名 航空会社 コード 備考
トルコ ターキッシュ エアラインズ ＴＨＹ

ドイツ
アエロロジック
ルフトハンザカーゴ
ルフトハンザドイツ航空

ＢOＸ
ＧＥＣ
ＤＬＨ

貨物専用航空会社
貨物専用航空会社
自社機材での運航なし

日本

IBEXエアラインズ
エアージャパン
ジェットスター・ジャパン
Spring Japan
全日本空輸
日本貨物航空
日本航空
バニラエア
ピーチ・アビエーション

ＩＢＸ
ＡＪＸ
ＪＪＰ
ＳＪＯ
ＡＮＡ
ＮＣＡ
ＪＡＬ
ＶＮＬ
ＡＰＪ

国内線のみ運航

貨物専用航空会社

国内線のみ運航
ニュージーランド ニュージーランド航空 ＡＮＺ
パキスタン パキスタン国際航空 ＰＩＡ
パプアニューギニア ニューギニア航空 ＡＮＧ
フィジー フィジー・エアウェイズ ＦＪＩ

フィリピン セブパシフィック航空
フィリピン航空

ＣＥＢ
ＰＡＬ

フィンランド フィンランド航空 ＦＩＮ
ブラジル LATAM Airlines ＴＡＭ 自社機材での運航なし

フランス
エア・カレドニア・インターナショナル
エア タヒチ ヌイ
エールフランス航空

ＡＣＩ
ＴＨＴ
ＡＦＲ

ブルネイ ロイヤルブルネイ航空 ＲＢＡ 自社機材での運航なし

米国

アトラスエア
アメリカン航空
デルタ航空
ハワイアン航空
フェデラルエクスプレス
ポーラーエアカーゴ
ユナイテッド航空
ユナイテッドパーセルサービス

ＧＴＩ
ＡＡＬ
ＤＡＬ
ＨＡＬ
ＦＤＸ
ＰＡＣ
ＵＡＬ
ＵＰＳ

貨物専用航空会社

貨物専用航空会社
貨物専用航空会社

貨物専用航空会社
ベトナム ベトナム航空 ＨＶＮ
ポーランド LOTポーランド航空 ＬＯＴ

（香港）
エアホンコン
キャセイパシフィック航空
香港エクスプレス
香港航空

ＡＨＫ
ＣＰＡ
ＨＫＥ
ＣＲＫ

貨物専用航空会社

（マカオ） マカオ航空 ＡＭＵ

マレーシア ファイアーフライ
マレーシア航空

ＦＦＭ
ＭＡＳ

自社機材での運航なし

南アフリカ 南アフリカ航空 ＳＡＡ 自社機材での運航なし
メキシコ アエロメヒコ航空 ＡＭＸ
モンゴル MIATモンゴル航空 ＭＧＬ
ルクセンブルク カーゴルックス ＩＣＶ

ロシア

アエロフロート・ロシア航空
エアブリッジカーゴ
S7航空
オーロラ航空
ヤクーツク航空

ＡＦＬ
ＡＢＷ
ＳＢＩ
ＳＨＵ
ＳＹＬ

貨物専用航空会社
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　2013年夏ダイヤでは、7月にチェジュ航空がソウル
線を、9月にはトランスアジア航空（2016年撤退）が台
北線に新規就航した。2013年冬ダイヤでは、本邦LCC
のピーチ・アビエーションが関西線で新規参入。一方、
エアアジア・ジャパンは運航を終了し、バニラエアにブ
ランド名を変更、12月から運航を開始した。
　2014年夏ダイヤでは、3月にセブパシフィック航空が
マニラ線に就航したのに続き、4月には韓国初の貨物
専用航空会社のエアインチョンがソウル線を、7月には
オーロラ航空がウラジオストク線にそれぞれ新規就航
した。さらに8月からはSpring Japanが広島・佐賀・高
松の国内3路線に就航し、9月にはタイ・エアアジアXが
バンコク線で定期運航を開始。10月にもジェットアジア・
エアウェイズ（2015年5月撤退）がバンコク線に定期便
を就航させた。2014年冬ダイヤでは、10月からエチオ
ピア航空が香港線で全日本空輸とのコードシェアを開
始したのに続き、11月にはエアアジアXがクアラルンプー
ル線、12月には香港の香港エクスプレスが就航した。
　2015年は夏ダイヤでは4月からタイガーエア台湾、8
月から厦門航空、コードシェアで4月からブラジルの
TAM航空と6月からオーストリアのニキ航空（2017年
撤退）が乗り入れた。冬ダイヤでは、11月から貨物専
用のカーゴルックスイタリアに加えて、12月から海南航
空が就航した。さらに2016年に入って、1月にはLOT
ポーランド航空がワルシャワ線を、同じく1月には四川
航空が新規乗り入れした。
　2016年夏ダイヤでも新規乗り入れが相次ぎ、3月に
は韓国LCCのティーウェイ航空が、7月にはジンエアー
がソウル線に新規就航。同じく7月には、香港航空が
2013年1月以来3年半ぶりに成田乗り入れを再開した
ほか、ハワイアン航空がホノルル線に新規就航した。さ
らに10月には1988年11月以来18年ぶりに再就航とな
るイベリア航空のマドリード線、11月にはロイヤルブル
ネイ航空が香港航空とのコードシェアで新規就航した。
　2017年では、1月31日からロシアのヤクーツク航空、
2月27日にはエア・セイシェルがエディハド航空との
コードシェアで就航。3月2日からは米国の貨物専用航
空会社のアトラスエアが、ダラス・シカゴ・アンカレッ
ジの3拠点と成田空港を結んで新規就航した。さらに
5月25日からは、エアアジアグループ傘下のインドネシ
ア・エアアジアXが、デンパサール線に新規就航した。
　2017年冬ダイヤでは、エジプト航空が10月30日か
ら、2013年7月以来のカイロ線の自社運航を再開、10
月31日からはエアソウルがソウル線を開設して新規就
航した。貨物専用便では10月29日から、ドイツのアエ
ロロジックが新規就航している。
　2018年夏ダイヤでは3月28日から、ルクセンブルク
のカーゴルックスが新規就航。5月16日からはオースト

リア航空が2016年9月以来のウィーン線の運航で、7月
3日からはフィジー・エアウェイズ（前身はエア・パシ
フィック航空）が2009年3月以来のナンディ線の運航
で、8月から新規就航を果たした（表1-15参照）。

2 定期航空会社別スケジュール 発着回数
（1）2017年冬ダイヤ

 　 （2017年10月29日〜2018年3月24日）
　2017年冬ダイヤ期初で、国際線と国内線を合わせた
週間発着回数は合計4736回となり、開港以来の最高値
を更新した。2016年冬ダイヤ比で126回増、2017年夏ダ
イヤ比では16回増で、年間に換算すると24万6949回、1
日平均は677回。
　国際線の週間発着回数は、旅客便・貨物便の合計で
3740回と開港以来の最高値を更新。年間換算で19万
5014回、1日平均では534回になる。5月25日から新規就
航していたインドネシア・エアアジアXに加え、10月29日
からのドイツの貨物専用航空会社アエロロジックの新規
乗り入れ、10月30日からのエジプト航空の自社機材によ
る運航再開、10月31日からのエアソウルの新規乗り入れ
をはじめ、韓国・中国などアジア方面や太平洋線などの
新規就航と増便が後押しした。
　国内線の週間発着回数は、旅客便と貨物便の合計で
996回。2017年夏ダイヤからは29回減ながら、2016年
冬ダイヤに比べて11回増えている。
　乗り入れ航空会社数は、国際線が95社、国内線のみ
が2社の計97社で、ダイヤ期初としての最高値を更新し
た。なお、2017年夏ダイヤ期初との比較では、インドネシ
ア・エアアジアX、アエロロジック、エアソウル、エジプト
航空の4社が増えた一方、例年どおり冬期運休のウズベ
キスタン国営航空と、コードシェアとして乗り入れていた
エアベルリンが運休して2社が減少した。
　就航都市数は冬ダイヤ期初で、海外が38カ国・3地域
の110都市、国内が17都市で合計127都市（131路線）と、
開港以来の最高値を更新した。エア・カナダのトロント線
の通年化、日本航空のコナ線新規就航、エジプト航空の
カイロ線の運航再開で都市数が増えた。

（2）2018年夏ダイヤ
　   （2018年3月25日〜2018年10月27日）
　2018年夏ダイヤ期初で、国際線と国内線を合わせ
た週間発着回数は合計4797回となり、開港以来の最
高値を更新した。2017年冬ダイヤより77回増、過去最
高だった2017年夏ダイヤより61回増えた。年間に換算
すると25万129回、1日平均は685回となる。
　国際線の週間発着回数は、旅客便・貨物便の合計
で3829回と開港以来の最高値を更新。年間換算で19
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章

2. 成田空港への乗り入れ航空会社と発着回数　3. 東アジアの国際拠点空港としての成田空港

3 東アジアの国際拠点空港としての成田空港

新規就航等もあり、冬ダイヤとして開港以来最高だっ
た2017年を5回上回り、冬ダイヤとしての最高値を更
新した。年間換算では24万7209回、1日平均は677回
となる。
　国際線の週間発着回数は、旅客便において韓国や
台湾方面への新規就航と増便等により、冬ダイヤとし
て最高だった2017年より15回増えて3755回と、冬ダイ
ヤとしての最高値を更新した。これは年間換算では19
万5796回、1日平均では536回になる。
　国内線の週間発着回数は、旅客便と貨物便の合計
で986回。2017年冬ダイヤに比べると10回減ながら、
2018年冬ダイヤからは18回増えている。
　就航都市数は冬ダイヤ期初で、海外が39カ国・3
地域の112都市、国内が21都市で合計133都市（136
路線）と、冬ダイヤとしての最高値を更新した。エア・
カナダのモントリオール線、フィジー・エアウェイズ
のナンディ線の新規就航等に加え、バニラエアの石
垣線、ジェットスター・ジャパンの長崎線等の新規就
航で、国内線就航都市が開港以来の最高となった。
　定期便乗り入れ航空会社数は99社と、ダイヤ期初と
して最高となった。6月1日からタイのノックスクートが、
7月3日からフィジー・エアウェイズが新規に乗り入れた
のに加えて、台中との定期チャーター便を運航してい
たマンダリン航空が10月28日から定期便化したことに
より、航空会社数がさらに増加した（表1-16参照）。

万9655回、1日平均では547回になる。3月28日からの
カーゴルックスのルクセンブルク線等の新規就航をは
じめ、アジアやオセアニア方面への新規就航と増便等
により、発着回数が順調に増加している。
　国内線の週間発着回数は、旅客便と貨物便の合計
で968回。2017年夏ダイヤからは57回減、2017年冬
ダイヤからは28回減。
　乗り入れ航空会社数は、国際線が95社、国内線の
みが2社の計97社で、ダイヤ期初としては過去最高だっ
た。2017年冬ダイヤと同数。2017年冬ダイヤ期初との
比較では、季節運航を再開したウズベキスタン国営航
空と新規就航のカーゴルックスとで2社増。一方、コー
ドシェアとして乗り入れていたカーゴルックスイタリア
とエア・セイシェルが運休して2社減となった。
　就航都市数は冬ダイヤ期初で、海外が40カ国・3地
域の115都市、国内が18都市で合計133都市（137路
線）と、開港以来の最高値を更新した。国際線ではマ
レーシア航空のペナン線、ウズベキスタン国営航空の
タシケント線など、国内線ではジェットスター・ジャパ
ンによる宮崎線が新たなネットワークに加わった。

（3）2018年冬ダイヤ
　   （2017年10月28日〜2018年3月30日）
　2018年冬ダイヤ期初で、国際線と国内線を合わせ
た週間発着回数は合計4741回となった。国際線貨物
便において一部減便はあったものの、夏ダイヤ期中の

1 発着枠の拡大
　成田空港の1日あたりの発着枠は1990年末以降、
360回として運用されてきたが、1998年4月25日から1
日370回に拡大された。また、2002年4月18日の暫定
平行滑走路（現B滑走路）のオープンに伴い、空港処
理能力はそれまでの年間13万5000回から20万回に
拡大し、1日あたりの発着枠は370回から546回へと約
50％増えた。
　2009年10月には暫定平行滑走路の2500ｍ化が完
了して運用を開始したことにより、2010年3月以降、空
港処理能力は従来の20万回から22万回に増加した。
さらに、2011年10月30日に22万回から23万5000回、
2012年3月25日からは25万回に拡大された。
　2010年10月には、年間発着枠30万回について、国
土交通省と千葉県、地元9市町との間で合意された。
2013年3月31日からは空港処理能力が27万回に引き

上げられており、成田空港では引き続き施設整備を進
め、2014年度に30万回への拡大を実現している。
　国土交通省は、今後の首都圏空港における航空需
要はさらに増加が見込まれることから、空港処理能力
の拡大を含めた首都圏空港の機能強化を図る必要が
あるとし、2013年7月、国土交通省交通政策審議会航
空分科会基本政策部会の下に設置された、「首都圏空
港機能強化技術検討小委員会」において、首都圏空港
の機能強化に係る技術的な選択肢がとりまとめられた。
　この技術的な選択肢をもとに、首都圏空港の機能
強化の具体化について、関係自治体や航空会社等で
協議を行うため、2014年8月に「首都圏空港機能強化
の具体化に向けた協議会」を設置。その会合で成田空
港については、管制機能の高度化や高速離脱誘導路
の整備、夜間飛行制限の緩和などによって、東京オリ
ンピック・パラリンピックが開催される2020年までに、
年間約4万回以上の発着回数の拡大が可能という見方


